


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
床暖房の床表面温度の上限は、長時間の接触による低温やけどや不快感を防ぐため、一般
に29〜30℃程度とすることが推奨されている。体表面温度に近い35℃とする記述は不適切
である。

●問題Ⅲ-2
正解は②
プルキンエ現象により、暗所視では比視感度の最大波長が明所視（約555nm）から約507nm
へと短波長側に移行する。波長が長い方にずれるとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-3
正解は②
通常の窓ガラスは波長の短い日射の大部分を透過するが、室内の壁面等から放射される常
温の長波長放射の大部分は吸収する性質を持つ。常温放射を反射するとする記述は不適切
である。

●問題Ⅲ-4
正解は④
カーペットや畳などの緩衝材はスプーン等の落下による軽量床衝撃音には有効だが、子供
の跳びはね等の重量床衝撃音にはスラブ厚の増加や剛性向上が必要である。

●問題Ⅲ-5
正解は②
東京は東経約139.7度に位置し、日本標準時子午線のある明石（東経135度）よりも東にあ
るため、太陽は明石よりも先に早く南中する。遅く南中するとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-6
正解は①
各開口の流量係数と面積の積を二乗した値と中性帯からの距離は反比例する。(0.1)^2×
H1＝(0.05)^2×H2より、0.01H1＝0.0025H2となり、比H1:H2は1:4となる。

●問題Ⅲ-7
正解は②
住宅の冷房期における平均日射熱取得率（ηA）は、日射熱取得量の合計を床面積ではな
く「外皮等面積の合計」で除して算出する指標である。床面積で除すとする記述は不適切
である。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
水道法施行規則第17条の規定により、末端給水栓における水に含まれる遊離残留塩素の濃
度は0.1mg/L以上を保持しなければならない。0.01mg/L以上とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は④
等摩擦法において送風機からの経路長が短い分岐系統は摩擦損失が小さく過大風量となる
ため、ダクト断面を小さくするかダンパを絞って抵抗を増加させる調整を行う。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
平均空気齢とは、新鮮外気が給気口から導入されて室内の特定地点に到達するまでに要す
る平均経過時間である。吹出口から排気口に至るまでの時間とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-11
正解は⑤
レシプロ冷凍機は、ピストンがシリンダー内を往復運動することによって冷媒ガスを圧縮



する容積型圧縮機である。回転型圧縮機とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-12
正解は③
ダルシー・ワイスバッハの式より、円管内の直管部摩擦抵抗は管の長さ、流速の2乗、流
体密度に加えて「管摩擦係数」に比例する。管摩擦係数に反比例するとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-13
正解は③
放射性物質が放射線を放出する強さ（放射能）を表す単位はベクレル（Bq）である。シー
ベルト（Sv）は人体が放射線を受けた際の影響線量を表す単位である。

●問題Ⅲ-14
正解は③
臭気濃度は、対象となる臭気を無臭の清浄空気で希釈し、無臭に至るまでの希釈倍数（無
次元数）で表した指標である。物質の質量濃度とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は①
点Pから窓を見込む立体角投射率は、全体の矩形から不要部分を減除する合成計算により
求める。算定図より各投射率を読み取って差分計算を行うと約1.6%となる。

●問題Ⅲ-16
正解は①
燃料を燃焼させて発電を行い、同時に発生する排熱を回収して給湯等に利用する複合シス
テムはコージェネレーションシステムである。廃熱ボイラーとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-17
正解は④
事務所衛生基準規則において、空気調和設備による空気環境調整は中央管理方式のものに
限定されているが、機械換気設備については中央管理方式に限定されない。

●問題Ⅲ-18
正解は②
脂肪組織は水分含有率が低いため、一般に体脂肪率が男性よりも高い傾向にある女性の方
が、体重当たりの体水分割合は低くなる。割合が高いとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-19
正解は④
公共用水域における生活環境項目の環境基準達成率は、流水域である河川（約93%）が最
も高く、次いで海域（約78%）、停滞水域である湖沼（約53%）の順である。

●問題Ⅲ-20
正解は③
不連続点塩素処理法は、水中のアンモニア性窒素と塩素を反応させて酸化分解する脱窒素
技術である。硝酸性窒素の除去を目的とする高度処理法ではない。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
沈殿槽の機能や設計には水面積負荷、越流負荷、有効水深、滞留時間等が用いられる。
BOD面積負荷は生物反応槽の負荷指標であり、沈殿槽の直接の機能因子ではない。

●問題Ⅲ-22
正解は②
日除去BOD量は100×(200−20)×10^-3＝18kg/日。転換率40%より乾燥汚泥量は7.2kg/日と
なり、含水率98%（固形分2%）より発生汚泥量は0.36m3/日となる。



●問題Ⅲ-23
正解は①
電磁流量計は測定管路の内部に可動部や障害となる突起物が存在しないストレート構造で
あるため、夾雑物や汚泥等の浮遊固形物による閉塞や摩耗の影響を最も受けにくい。

●問題Ⅲ-24
正解は④
大腸菌群は、グラム陰性、無芽胞の桿菌で乳糖を分解して酸とガスを生成する「通性嫌気
性菌」の総称である。偏性嫌気性菌とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-25
正解は②
第3次循環型社会形成推進基本計画では、国の物質フロー指標として入口の「資源生産
性」、循環の「循環利用率」、出口の「最終処分量」の3項目に目標値が定められてい
る。

●問題Ⅲ-26
正解は①
3Rの体系において、製品を原型のまま繰り返し使用する「リユース（再使用）」は、原材
料や熱エネルギーとして再資源化する「リサイクル」とは明確に区別される。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
多量排出事業者に対する電子マニフェストの一部義務化はあるが、紙マニフェスト制度自
体は現在も有効に存続しており、使用が終了したとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-28
正解は①
ごみ質の分析において、計算式45V−6W（V:可燃分%, W:水分%）により推定されるのは「低
位発熱量」である。高位発熱量を推定するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は②
災害廃棄物の処理責任は法律上市町村にあり、具体的な処理方法等を定めた災害廃棄物処
理の実行計画は市町村も作成する。都道府県のみが作成するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は④
渦電流選別機は、高速回転する永久磁石の磁界変動により導電性の非鉄金属（アルミニウ
ム等）に生じる渦電流の反発力を利用し、非金属と分離する技術である。

●問題Ⅲ-31
正解は③
ストーカ炉は火格子上でごみを乾燥・燃焼・後燃焼させて完全に灰化させる焼却炉であ
る。焼却灰を溶融する溶融プロセスは含まれないため不適切である。

●問題Ⅲ-32
正解は①
最終処分場の廃止基準において、浸出水や保有水等の水質検査は項目に応じて1か月に1回
または3か月に1回以上と規定されており、6か月に1回とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は②
埋立層内のごみの分解安定化や浸出水浄化の効果は、空気が十分に供給される「好気性」
が最も高く、次いで準好気性、嫌気性の順である。準好気性が最も高いとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-34



正解は⑤
接触ばっ気法は、接触材に付着した好気性微生物膜の生物作用によって汚濁有機物を分解
する「生物処理法」である。物理化学処理とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-35
正解は③
廃棄物処理施設生活環境影響調査指針において、調査対象となる生活環境影響項目には大
気質、騒音、振動、水質、地下水に加えて「悪臭」も明確に含まれている。


